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JAIFA はこれからも、
全国の被災地支援に
取り組んでいきます。
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生命保険の学習サイト
JAIFA学習帖
ご活用ください

『Present』11月号は、
スマートフォンでも
読むことができます。

好きなときに好きなだけ、一定期間に
一定金額で利用できる製品やサービス！
好きなときに好きなだけ、一定期間に
一定金額で利用できる製品やサービス！

お好み焼きお好み焼き
第6回　ごちそうの歴史第6回　ごちそうの歴史

あまり知られていない！？
お好み焼きの発祥地や
大阪風・広島風の違い

あまり知られていない！？
お好み焼きの発祥地や
大阪風・広島風の違い

第7回  
仕事や生活に役立てるミニ知識

特集

最近よく聞く
“サブスク”って何?



毎月月初にコンテンツ・毎週月曜日に「セールスに
役立つ記事」が追加更新されていきます。

ホーム画面をスマホに
お気に入り登録すれば

さらに便利！
JAIFA学習帖

 「JAIFA学習帖」充実のコンテンツ（内容）紹介

映像で学ぶ生命保険提案
相続、法人・個人への生命保険の提案を学べるツールです。
学習できる主な項目
●相続の基礎
●法人の基礎
●法人への提案
●個人への提案

※注意
「JAIFA学習帖」のコンテンツは、知識習得を目的としていますので、生命保険の募集等には一切使用できません。

まだご登録いただいていない会員は、
今すぐご登録ください。

JAIFA学習帖

生保セールスに��
役立つ記事
保険・金融業界や税
務、社会保障制度な
どについての旬な情
報を、税理士や社会
保険労務士などの
士業や FP、各界の
ジャーナリストなど
専門家が執筆してい
ます。原則、毎週月
曜日に掲載します。

あなたの会費で
制作しております

過去の記事もこちらから見られます。
●お客様訪問時の話題に
●ニーズを訴求する時に
●朝礼のネタに

注目の記事

特別公開中！
公的保険アドバイザー協会
「公的保険入門セミナー」
動画を特別公開！ !

毎月月初にコンテンツが  
追加されていきます。
● �映像で学ぶ“生命保険提案”� �
11月追加予定：【法人への提案】法人への保障
提案Ⅰ�～社長へのリスクマネジメント～

● �リーフレットで学ぶ“保険提案”
（�生命保険提案、相続・法人の自学自習用
のリーフレットです）
11月追加予定：法人�No.10�同族株主がいる
場合の株主判定についてご存じですか？

● �“映像ライブラリー”で調べよう
（�相続・法人の基本用語を映像で解説。
実践に使えるヒントが盛り沢山です）
11月追加予定：【法人】退職金受取るメリット
は3つ！



白水性一 昭20・29・38・47・56
平2・11

黒土性二 昭19・28・37・46・55
平元・10 碧木性三 昭18・27・36・45・54・63

平9

緑木性四 昭17・26・35・44・53・62
平8 黄土性五 昭16・25・34・43・52・61

平7

白金性六 昭15・24・33・42・51・60
平6 赤金性七 昭14・23・32・41・50・59

平5

白土性八 昭13・22・31・40・49・58
平4・13 紫火性九 昭12・21・30・39・48・57

平3・12

開運
マダム晶子の九性気学で

今日から

ビジネス運、対人運、金運、あなたの潜在力を活かす

自然界の森羅万象を九つの気に分類している九性気学。人は、生まれ
たときの「気」によって、九つの性に分けられます。「気」は生まれ
年ごとにより違い、それによって「本命性」が決まります。運勢に影
響を与える本命性を知って、あなたの潜在力を活かしませんか ?
※開運方位は自宅からみた吉方位になります。

マダム晶子
平成 6 年、鑑定士および講師の資格取得。同年中華民国星相学会の永久会員となり、易学のプロとして世界で通用する資格も取得。現在、企業講演、鑑定、月刊誌への執筆、ラジオ、
テレビ、セミナー教室等で活躍中。著書に『人生を変える幸せの占い革命』『もっと幸せになれる九性気学』、作詞『ジョ・ホールの街』　ネット上でもマダム晶子に出会えます！
マダム晶子開運塾（（株）オフィス一陽）〒 180-0021 東京都武蔵野市桜堤 1-1-7-102　TEL＆FAX：0422-53-8733　http://www.akiko-kaiun.jp

今月の運勢
先月までの勢いはなくなりました。少々疲れ気味です。気力・体力・
財力などが低迷しています。今月のあなたは物事すべてがピンボ
ケですから正しい考えができません。ビジネス運は表での動きを
やめて静かに内情の形を整えましょう。すべてのことに今月はアン
バランスな状況ですから、次の活動に向けて机上作戦です。金銭
運も社交運も良くありません。辛抱する1ヵ月です。年月一致の
今月は、あなたを吉方位が支えてくれるラッキーな1ヵ月です。

躍進できる今月は気分も爽快に明るく進みます。今月のあなたは
自分の考え方は的確ですし、ビジネスの感覚も最高の時。すべて
の準備が整いましたらGOサインをして進みましょう。ビジネス運
は千客万来の様子がありますが、ここでは今までできなかった案
件をもう一度手掛けましょう。再生復興していきます。金銭運は良
くないですが、現状維持で無駄を省きましょう。社交運は人気が
出てきました。お誘いも多いでしょう。

今月から盛運の流れに乗りました。しかし、始まりの時ですから、
運気はまだまだひ弱ですので慎重に進みましょう。特に今月のテー
マは「奉仕する1ヵ月」です。あなたを取り巻く周囲の人達や困っ
た人達へ手を差し伸べて力を貸してあげましょう。ビジネス運は単
独での行動が良い結果に結びます。金銭運は良くありませんので
計画的な消費を心がけましょう。社交運はお誘いも多くなりますが、
できるだけ現状維持を優先しましょう。

運勢階段の最上階へようやくたどり着きました。今月は運気満載
の良い状況で過ごせますから、これ以上の欲を出さないよう、運
気の良さに慢心した行動をしないように心がけて過ごしましょう。
ビジネス運は自ら動かなくても千客万来が相手方から来ますの
で、良いか悪いかの吟味だけはしっかりとしましょう。金銭運も社
交運も良好です。

年頭から願っていたことが一応の望み達成になるでしょう。今月
のあなたは自分の思いどおりの展開ができますので、かねてから
企画していたことは計画行動に移しても良いでしょう。ビジネス運
は願いが叶います。そして整理整頓がテーマですから、迷いを捨
てて決めたとおりに願望達成へ向けて進みましょう。金銭運は無
駄遣いが多いようです。自重しましょう。社交運は千客万来です、
モテモテの人気に支えられています。

大事な1ヵ月なのにどうしてもビジネスのリズムに乗れません。自
分の考え方も取り巻く周囲の状況もあなたに味方の時です。気分
が乗らないと甘えていては周囲に追いかけられます。ビジネス運
は身内や仲間との連携を取り、単独行動を控えて周囲の協力を得
ましょう。金銭運は最高です。社交運は周りからのお誘いが多い
時です。自分を見失わないでね。

勢いが出てきた今月はとにかく多忙です。何かにつけてあなた自
身も欲張りになっていますので注意が必要です。物事のすべてに
おいて謙虚に活動することが大事なテーマです。謙虚さが大きく
仕事の幅を膨らませてくれます。ビジネス運は言葉遣いに注意。
言ってしまった一言、言わなかった一言で成績が大きく変わるとき
です。金銭運は良好。社交運は良くありません。

離合集散の今月は今までのあなたの努力が認められて評価の対象に
なります。また、コツコツと努力してきた部門では賞に入るでしょう。
反面、親しい人との別れや、離散などが起こりやすい時です。ビジ
ネス運は物事が一度では収まりにくく、必ず再度の問い合わせなど
があるでしょう。しかし、二度以上になっても諦めないで、必ず再度
の方が好結果を生み出します。金銭運、社交運共に現状維持です。

変化厳禁の１ヵ月です。自分の気持ちは的確な判断ができる時で
すが、新しい流れを作りたくなっています。今月はどうあがいても
良い芽は出ませんから、現状維持で過ごしましょう。ビジネス運は
かねてからの顧客を中心に近況伺いなどをしてあなたの存在を認
識させましょう。金銭運は良好です。特に今までの成果が良いの
で営業利益はアップしています。社交運は再会が見込まれます。
古い付き合いや懐かしい人との出会いが期待されます。

開運★東大吉方位～ここで営業活動を。
（発展の兆しの縁を付けられる。良い流れになる）

開運★南大吉方位～ここで活動を。
（良い情報がいち早く届く。また二度の作用があるので、すべての事柄に復活がある）

開運★西大吉方位～営業活動や飲食は是非この場所で。
（飲食の場が仕事の情報になり良い紹介話が出る）

開運★西大吉方位～ここで飲食を兼ねた活動を。
（飲食が取り持つ縁で社交運がアップ、営業利益に繁栄する）開運★南大吉～ここで商談を。

（物事は二度の作用がある。二度目が結果は良好）

開運★北大吉方位～旅をして夏の疲れを取り除きましょう。
（すべてのケジメが付く。紹介話が舞い込みます）

開運★西大吉方位～ここで商談や飲食をしましょう。
（一家団欒ができる。営業成績が良好になる。紹介がでる)

開運★東大吉方位～ここで飲食や喫茶や活動をしましょう。
（発展のリズムに乗りやすい開運方位。是非活用を）開運★南吉方位～この場所で営業活動を。

（良い情報を旧知の友からもたらされる。復活や見直しあり）

2021 年 11 月節 11.7▶12.6



C O N T E N T S

本誌をお開きいただきましてありがとうございます。
当協会は、公益法人として、広く国民消費者の皆様に広報
誌をお手に取っていただき、
お役に立てていただけますよう発信しております。

© 公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会教育委員会

JAIFA広報誌「Present」編集部 行
FAX 03-3241-0314
E-mail info@jaifa.or.jp

本誌に対しまして
ご意見、ご感想を
お寄せください。生命保険の知識の向上と一般消費者の利益保護を図

り、国民生活を守るため、公正・適正な業務の運営を
目的とした生命保険募集人の公益団体であり、生命保
険ファイナンシャルアドバイザーとして活動しています。

Japan Association of Insurance and Financial Advisors

公益社団法人 
生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

【JAIFA（ジェイファ）】とは

※ 2021 年の Present は、地球環境の保全保護を考
慮し、大豆油から作られたソイインクと適切に管
理された森林から出された FSC の製品を使用して
います。

厚生労働省では、事業主の皆さまが、雇用調整助成金を活用し雇用維持をはかる
ことができるよう、2021 年 11 月 30 日まで特例措置を実施しています。
厚労省「雇用調整助成金（新型コロナウイルス感染症の影響
に伴う特例）」
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/
koyou_roudou/koyou/kyufukin/pageL07.html
※制度見直し等により、都度支給申請様式の改定を行うため、支給

申請を行う際は、その都度、厚労省のホームぺージより最新
情報をご参照ください。

新型コロナウイルス感染症予防のために

～今年度の表紙は広島にゆかりがある写真を掲載しています～
今月の表紙： 「お好み焼き」広島県のお好み焼き店は約 2000 程あるといわれ、全国上位の店舗数。お好み焼きを食べる際に使う「起こし金」は、

大阪等では「コテ」、広島等では「ヘラ」と呼ばれていることが多く地域によってさまざま。戦後は西新天地公共広場を中心に
お好み焼きの屋台が賑わったが、現在は移転等でそれらの店舗が集まった商業ビルが人気の観光スポットとなっている。

 マダム晶子の九性気学で 今日から開運

02   特集  
第 7 回　仕事や生活に役立てるミニ知識

       好きなときに好きなだけ、　一定期間に             
一定金額で利用できる製品やサービス！　　　　

　　　最近よく聞く“サブスク”って何？            　          

06   連載
　　  第 6 回　ごちそうの歴史
　　　あまり知られていない !?
　　　お好み焼きの発祥地や大阪風・広島風の違い 
 お好み焼き　　　

08   第 79 回　ゼロから学ぶ税金講座
 すでにある、相続税と贈与税の「一体化」

10   第 227 回　ありがとう生命保険   
～中学生作文コンクール入賞作品より～

  「生命保険の大切さ」
 滋賀県　大津市立瀬田中学校　1学年　細川　知希

11
/2021

12   第 56 回　社会保険 Q&A
 自営業者に遺族年金はない！？

13   第 116 回　桐生純子の愛され力   
コミュニケーション術

  【自分を成長させるためのヒント】 
～できていることに目を向ける～

14   第200回　お客様からの感謝の声 
「妊娠悪阻」の入院で生命保険の大切さを実感。
新たに健康還付金が給付されるがん保険に加入

18   第 128 回　思わず伝えたくなる！   
お金にまつわるエトセトラ
2022年に大きな制度改正  iDeCo３つの変更点　　　　　　　　

19    第 43 回　想いをつなぐ
 愛のドリーム募金で　　　　　　　　　　　

子どもたちの感性を育てるお手伝いを

20    第 43 回　JAIFA VOICE
 タオル333枚とマスク700枚を  　　　　　　　　

社会福祉協議会に寄贈しました

「Present」の語源には「現代・今」という意味があります。
一人ひとりの大切な今日に感謝の気持ちを込めて

「プレゼント」を贈ります。

2022 年 JAIFA は創立 60 周年を迎えます。
JAIFA は、コロナ禍を乗り越えた時代に向かってこれか
らも邁進していきます。

トリプルアニバーサリーイヤー
1962 年   創　　 　　 立 ＜ 60周年＞　
2002年   名 称 変 更 ＜ 20周年 ＞
「社団法人全日本生命保険外務員協会」から「社団法
人生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会」へ

　　　　　　　　2012 年 公益社団法人認定 ＜10周年＞
トリプルアニバーサリーイヤー

01 2021  |  November
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伸
び
る
予
測
で
す
。

か
つ
て
の
よ
う
な
、
音
楽
を
1
曲
あ
た
り
数

百
円
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
課
金
型
は
、
横
ば

い
か
減
少
傾
向
で
、
将
来
の
予
測
も
同
様
で
す
。

今
後
は
、
定
額
制
の
サ
ブ
ス
ク
サ
ー
ビ
ス
が
主

流
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
も
の
ま
で
サ
ブ
ス
ク
で
利
用

で
き
る
！

サ
ブ
ス
ク
の
定
番
と
も
言
え
る
、
音
楽
や
映

画
・
ド
ラ
マ
配
信
に
加
え
、
利
用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
に
及
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
中
か
ら
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
音
楽
配
信
】

か
つ
て
は
レ
コ
ー
ド
や
C
D
で
聞
い
て
い
た

音
楽
は
、
定
額
で
の
聴
き
放
題
が
す
っ
か
り
定

着
し
ま
し
た
。
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
、
さ
ま
ざ

ま
な
音
楽
を
聞
き
た
い
人
に
向
い
た
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

レ
コ
メ
ン
ド
機
能
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
だ
と
、

あ
ま
り
馴
染
み
の
な
か
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
と

偶
然
出
会
う
楽
し
み
も
あ
り
ま
す
。
無
料
で
利

用
で
き
る
ト
ラ
イ
ア

ル
期
間
も
あ
り
ま
す

の
で
、
気
に
な
る
場

合
は
ま
ず
お
試
し
で

利
用
し
て
み
る
と
い

い
で
し
ょ
う
。

【
動
画
配
信
】

ド
ラ
マ
・
映
画
・
ア
ニ
メ
や
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組

ま
で
、
テ
レ
ビ
は
も
ち
ろ
ん
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
器

で
、
定
額
・
見
放
題
で
楽
し
め
る
動
画
配
信
サ
ー

ビ
ス
。

人
気
の
ド
ラ
マ
な
ど
を
見
ら
れ
な
か
っ
た
場
合

で
も
、
見
逃
し
配
信
な
ど
を
利
用
す
れ
ば
、
あ
と

か
ら
で
も
視
聴
可
能
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
配
信

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の

は
、
自
分
の
見
た
い
ジ
ャ
ン
ル
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が

充
実
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
す
。

音
楽
と
同
様
に
無
料
の
ト
ラ
イ
ア
ル
期
間
も
あ

り
ま
す
の
で
、
試
し
な
が
ら
自
分
に
あ
っ
た
サ
ー

ビ
ス
を
選
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

【
書
籍
・
雑
誌
】

書
籍
や
雑
誌
の
読
み
放
題
サ
ー
ビ
ス
は
、
本

好
き
に
は
嬉
し
い
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
パ
ソ
コ
ン

は
も
ち
ろ
ん
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
な
ど
で
、
好
き
な
時
に
好
き
な
場
所
で
読
む

こ
と
が
で
き
、
月
に
数
冊
読
め
ば
元
を
取
れ
て

し
ま
う
手
軽
な
料
金
も
魅
力
で
す
。

気
を
付
け
る
べ
き
は
、
書
籍
や
雑
誌
の
す
べ
て

が
読
み
放
題
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
。
と
は

い
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
本
や
雑
誌
を
読

ん
で
み
た
い
と
い
う
人
は
、
定
額
の
読
み
放
題

（参考）総務省「情報通信白書」（令和 2 年版）第１部　第 4 節図表 1-4-1-2（参考）総務省「情報通信白書」（令和 2 年版）第１部　第 4 節図表 1-4-1-2
https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r02/html/nd114110.htmlhttps://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r02/html/nd114110.html  
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サ
ー
ビ
ス
は
安
価
で
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

に
優
れ
た
サ
ー
ビ
ス
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

【
自
動
車
】

車
の
所
有
に
は
、
税
金
や
保
険
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
費
用
（
車
検
・
点
検
・
修
理
）
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
費
用
が
必
要
で
す
。

車
の
サ
ブ
ス
ク
で
は
、
毎
月
の
定
額
料
に
こ

れ
ら
の
費
用
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
、
利
用
後
の
追
加
の
費
用
負
担
の
心
配
が

あ
り
ま
せ
ん
。
車
に
関
す
る
コ
ス
ト
を
平
準
化

で
き
る
た
め
、
将
来
の
家
計
見
通
し
も
立
て
や

す
く
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
決
め
ら
れ
た
走
行
距
離
を
超
え
て

い
る
場
合
や
、
通
常
の
使
用
範
囲
を
超
え
る
損

傷
な
ど
が
あ
る
と
、
追
加
費
用
な
ど
が
発
生
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
住
居
】

自
分
好
み
の
場
所
に
「
住
み
放
題
」
に
な
る
こ

と
で
、
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
し
て
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。
賃
貸
住
宅
の
よ
う
に
敷
金
・
礼

金
・
保
証
金
な
ど
の
初
期
費
用
は
不
要
で
、
サ
ー

ビ
ス
や
物
件
に
よ
っ
て
は
、
光
熱
費
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
料
な
ど
も
料
金
に
含
ま
れ
て
い
る
点

は
、
一
番
の
メ
リ
ッ
ト
で
し
ょ
う
。

旅
行
を
し
な
が
ら
地
方
を
拠
点
に
テ
レ
ワ
ー
ク

を
し
た
り
、
週
末
は
自
然
の
豊
か
な
地
方
の
家
で

過
ご
す
な
ど
、
利
用
法
は
い
ろ
い
ろ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
利
用
す
る
際
に
は
、
自
分
の
希
望
す
る
地

域
に
物
件
が
あ
る
か
ど
う
か
が
最
も
大
切
で
す
。

そ
し
て
、
住
居
タ
イ
プ
（
別
荘
、
空
き
家
な
ど
）、

最
低
契
約
期
間
、
初
期
費
用
・
光
熱
費
な
ど
の
負

担
の
有
無
な
ど
に
つ
い
て
も
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【
家
電
・
家
具
】

家
電
や
家
具
を
買
っ
た
も
の
の
、
使
い
勝
手

が
良
く
な
か
っ
た
り
、性
能
面
で
の
不
満
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
簡
単
に
買
い
換
え
る
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。我
慢
し
な
が
ら
使
い
続
け
る
ケ
ー

ス
が
ほ
と
ん
ど
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
と
き
に
は
、
サ
ブ
ス
ク
を
利
用
し

て
、
お
試
し
で
使
っ
て
み
る
の
が
お
す
す
め
で

す
。
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
は
、
気
に
入
ら
な
け

れ
ば
交
換
も
可
能
で
す
。
買
う
と
高
額
な
家
電

で
も
、
初
期
費
用
を
抑

え
つ
つ
、
最
新
の
製
品

を
手
軽
に
使
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
気
に
な
る

家
電
の
新
機
種
が
あ
る

人
は
利
用
価
値
が
あ
る

で
し
ょ
う
。

【
お
酒
】

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
外
で
飲
む
機
会
の
減
っ

た
今
、
月
額
料
金
で
毎
月
お
酒
が
配
送
さ
れ
て

く
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
れ
ば
、
家
飲
み
の
楽

し
さ
も
増
す
と
い
う
も
の
。
一
般
的
な
酒
店
や

ス
ー
パ
ー
で
は
見
か
け
る
こ
と
の
少
な
い
珍
し

い
お
酒
と
出
会
え
る
点
も
魅
力
で
す
。

ビ
ー
ル
の
サ
ブ
ス
ク
で
は
、ビ
ー
ル
サ
ー
バ
ー

も
無
料
で
レ
ン
タ
ル
さ
れ
る
の
で
、
店
で
飲
む

よ
う
な
ビ
ー
ル
を
家
庭
で
味
わ
え
ま
す
。
日
本

酒
な
ら
、
そ
の
道
の
プ
ロ
が
全
国
か
ら
厳
選
し

た
銘
酒
と
と
も

に
、
酒
に
合
う
お

つ
ま
み
も
同
時
に

送
ら
れ
て
ペ
ア
リ

ン
グ
を
楽
し
む
こ

と
も
で
き
ま
す
。
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サ
ブ
ス
ク
を
利
用
す
る
と
き
の
　

 

注
意
点

サ
ブ
ス
ク
は
、
冒
頭
で
も
紹
介
し
た
と
お
り
、

必
要
な
と
き
に
必
要
な
だ
け
利
用
し
、
不
要
に

な
れ
ば
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
で
、
最
小
限
の

費
用
で
利
用
で
き
る
た
め
、
合
理
的
で
無
駄
も

あ
り
ま
せ
ん
。
購
入
で
は
手
が
届
か
な
か
っ
た

高
額
な
製
品
な
ど
も
、
初
期
費
用
不
要
の
サ
ブ

ス
ク
で
実
現
で
き
ま
す
。

一
方
で
、
手
軽
に
始
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

契
約
後
の
管
理
も
大
切
で
す
。
定
額
利
用
は
、

使
い
続
け
る
限
り
利
用
料
が
発
生
し
ま
す
。
場

合
に
よ
っ
て
は
購
入
し
て
し
ま
っ
た
方
が
、
後

か
ら
考
え
る
と
安
く
済
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
目
的
を
し
っ
か
り
と

決
め
、
い
つ
ま
で
使
う
の
か
、
最
終
的
に
ど
れ

く
ら
い
費
用
を

充
当
す
る
こ
と

に
な
る
の
か
な

ど
、
計
画
性
を

持
っ
て
利
用
す

る
こ
と
が
大
切

で
す
。

ジャンル サービス名 特徴

音楽
Apple�Music 洋楽のラインアップが豊富で、Apple ユーザーにはおすすめ

Spotify 無料でもフルで楽曲が聴くことができ、プレイリストも充実している

映画・ドラマ・
アニメ

Hulu 主なテレビ局の人気番組を網羅し、見逃し配信も多数用意されている

Netflix オリジナルコンテンツに強みを持ち、動画のダウンロードも可能

書籍・雑誌
Amazon�kindle�unlimited 200万冊以上が読み放題で、小説やビジネス書など書籍に強みを持つ

楽天マガジン 700以上の雑誌が取り揃えられ、月額プラン418円からとコスパも抜群

自動車
KINTO�ONE（トヨタ） 契約期間は3・5・7年から選択し、契約途中での乗り換えも可能

Honda�マンスリーオーナー 最短1ヶ月で乗り換え・返却が可能なため、気軽に利用できる

住宅
ADDress 全国にリノベーションを実施した物件が用意され、生活道具も完備

HafH 国内外に施設を展開、ライフスタイルに合わせ5つのプランを用意

家電・家具
CLAS 最低3ヶ月から利用でき、家電と家具を豊富なブランドから選べる

subsclife 人気ブランド、こだわりデザインの家具が選べ、契約終了後は購入も可能

お酒
キリンホームタップ 作りたての生ビールが月2回送られ、ビールサーバーは無料レンタル

saketaku 全国1.5万種類からプロが厳選した日本酒を、おつまみと共に配送

サブスクで利用できる主なサービス
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歴史歴史
第

回ごちそうのごちそうの

生
ま
れ
て
西
日
本
で
発
展
し
た
料
理
。
東
京
・

浅
草
で
は
、
現
存
最
古
の
お
好
み
焼
き
専
門
店

が
今
も
営
業
を
続
け
て
い
ま
す
。

お
好
み
焼
き
の
直
接
的
な
起
源
と
考
え
ら
れ

て
い
る
の
が
、
江
戸
時
代
後
期
に
登
場
し
た

「
文
字
焼
（
も
ん
じ
や
き
）」
と
い
う
お
菓
子
で

す
。
文
字
焼
は
水
で
溶
い
た
小
麦
粉
に
甘
い
蜜

を
混
ぜ
て
薄
く
焼
き
の
ば
し
た
も
の
で
、
鉄
板

の
上
で
文
字
や
絵
を
描
き
な
が
ら
焼
い
た
こ
と

か
ら
そ
の
名
が
つ
き
ま
し
た
。

文
字
焼
は
明
治
時
代
ま
で
の
間
に
東
京
・
月

島
の
名
物
と
し
て
有
名
な
「
も
ん
じ
ゃ
焼
き
」

へ
と
派
生
し
ま
す
が
、
大
正
時
代
に
な
る
と
、

文
字
焼
と
も
ん
じ
ゃ
焼
き
か
ら
さ
ら
に
派
生
し

た
屋
台
ス
タ
イ
ル
の
軽
食
「
ど
ん
ど
ん
焼
き
」

が
東
京
で
流
行
。
太
鼓
を
ど
ん
ど
ん
と
鳴
ら
し

て
売
り
ま
わ
っ
た
こ
と
が
名
前
の
由
来
と
考
え

子
供
の
お
や
つ
か
ら
大
人
の
食
事
に

子
供
の
お
や
つ
か
ら
大
人
の
食
事
に

だ
し
が
利
い
た
生
地
の
ま
ろ
や
か
な
う
ま
味
、

た
っ
ぷ
り
の
キ
ャ
ベ
ツ
の
甘
み
、
熱
々
の
鉄
板

に
焦
が
さ
れ
る
ソ
ー
ス
の
香
ば
し
さ
が
魅
力
の

お
好
み
焼
き
。
大
阪
生
ま
れ
の
名
物
料
理
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
じ
つ
は
東
京
で

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
客
の
好
み
の
具
材
を
使
っ

て
調
理
す
る
こ
と
か
ら
「
お
好
み
焼
き
」
と
い

う
呼
び
名
で
も
親
し
ま
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

ど
ん
ど
ん
焼
き
が
誕
生
し
た
当
時
は
洋
食

ブ
ー
ム
の
真
っ
た
だ
中
で
あ
り
、
明
治
時
代
に

伝
来
し
た
ウ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
も
こ
の
頃
に
は
一

般
に
定
着
し
て
い
ま
し
た
。
ど
ん
ど
ん
焼
き
が

東
京
か
ら
西
日
本
に
伝
わ
る
と
、
ど
ん
ど
ん
焼

き
に
ウ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
を
塗
っ
た「
一
銭
洋
食
」

が
誕
生
。
一
銭
洋
食
は
子
供
の
お
や
つ
感
覚
の

屋
台
メ
ニ
ュ
ー
で
し
た
が
、
昭
和
初
期
ま
で
に

は
大
人
が
座
敷
で
楽
し
む
料
理「
お
好
み
焼
き
」

へ
と
発
展
し
ま
し
た
。
こ
の
名
前
は
ど
ん
ど
ん

焼
き
の
別
名
を
受
け
継
い
で
い
る
と
同
時
に
、　　

 

　

 

自
分
で
好
き
に
作
る 

と
い
う
意
味
合
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
戦
後
ま
も
な
い
食
糧
難
の
な
か
、
お

好
み
焼
き
は
鉄
板
一
つ
で
作
れ
る
手
軽
な
料
理

と
し
て
注
目
さ
れ
、
大
阪
を
中
心
に
さ
ら
に
発

展
。初
め
は
く
ず
肉
を
乗
せ
る
程
度
で
し
た
が
、

復
興
と
と
も
に
キ
ャ
ベ
ツ
を
は
じ
め
と
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
具
材
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
鉄

板
を
前
に
し
て
カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ー
ブ
ル
で
食
べ

日常生活に定着した国民食や定番料理の歴史を探る
「ごちそうの歴史」。9 月号でご紹介した

「天ぷら」に続いて今回取り上げるのは「お好み焼き」。
大阪の粉もの文化の代表格ですが、じつは東京生まれ。

大阪風、広島風の違いの秘密も探ります。

6

お好み焼き

■明治時代の郷土玩具研究者・
清水晴風が描いた文字焼屋
台の様子。清水晴風「世渡
風俗圖會」
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歴史歴史
第

回ごちそうのごちそうの

る
ス
タ
イ
ル
な
ど
も
確
立
。
東
京
で
生
ま
れ
た

お
好
み
焼
き
は
西
日
本
で
大
き
く
飛
躍
し
、
大

阪
を
代
表
す
る
料
理
と
な
り
ま
し
た
。

た
こ
焼
き
も
お
好
み
焼
き
の
兄
弟

た
こ
焼
き
も
お
好
み
焼
き
の
兄
弟

お
好
み
焼
き
と
並
ん
で
大
阪
の
粉
も
の
文
化

を
代
表
す
る
料
理
と
い
え
ば
「
た
こ
焼
き
」。

系
譜
は
ど
ち
ら
も
同
じ
で
す
が
、
一
銭
洋
食
か

ら
分
岐
し
て
異
な
る
道
を
歩
ん
で
い
ま
す
。

た
こ
焼
き
の
原
型
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の

が
、
一
銭
洋
食
の
職
人
が
く
ぼ
み
の
あ
る
鉄

板
に
生
地
を
流
し
込
ん
で
焼
い
た
と
さ
れ
る

「
ち
ょ
ぼ
焼
き
」。
さ
ら
に
昭
和
初
期
に
は
ち
ょ

ぼ
焼
き
か
ら
の
派
生
と
し
て
、
小
麦
粉
の
生
地

に
す
じ
肉
や
こ
ん
に
ゃ
く
を
入
れ
て
丸
く
焼
き

上
げ
た
「
ラ
ジ
オ
焼
き
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

ラ
ジ
オ
焼
き
と
い
う
名
前
は
、
当
時
高
価
で

人
々
の
憧
れ
だ
っ
た
ラ
ジ
オ
に
あ
や
か
っ
て
名

付
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

そ
し
て
、
大
阪
で
ラ
ジ
オ
焼
き
屋
台
と
し
て
開

業
し
て
い
た
「
会
津
屋
」
の
初
代
店
主
・
遠
藤
留

吉
氏
が
、
兵
庫
県
明
石
市
の
郷
土
料
理
「
明
石

焼
」
を
ヒ
ン
ト
に
卵
と
タ
コ
を
使
っ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
ラ
ジ
オ
焼
き
を
考
案
。
１
９
３
５
年
に

「
た
こ
焼
き
」
が
誕
生
し
た
の
で
す
。

大
阪
風
と
広
島
風
の
違
い

大
阪
風
と
広
島
風
の
違
い

お
好
み
焼
き
の
話
題
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、

い
わ
ゆ
る
大
阪
風
と
広
島
風
の
二
つ
の
お
好
み

焼
き
。
ど
ち
ら
も
源
流
は
同
じ
で
す
が
、
大
阪

風
は
生
地
と
具
材
を
混
ぜ
て
焼
く「
混
ぜ
焼
き
」

式
。
広
島
風
は
焼
き
な
が
ら
生
地
に
具
材
を
重

ね
て
い
く
「
重
ね
焼
き
」
式
と
い
う
明
確
な
違

い
が
存
在
し
ま
す
。

そ
も
そ
も
文
字
焼
き
か
ら
一
銭
洋
食
ま
で
、

具
材
と
生
地
に
混
ぜ
ず
に
焼
い
て
乗
せ
る
作
り

方
を
採
用
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
座
敷
料

理
・
お
好
み
焼
き
の 
客
が
自
分
で
焼
く  

ス
タ

イ
ル
を
提
供
す
る
際
の
簡
便
性
の
都
合
か
ら
混

ぜ
焼
き
式
の
レ
シ
ピ
が
誕
生
。
大
阪
風
は
こ
の

座
敷
由
来
の
お
好
み
焼
き
の
系
譜
を
継
い
で
い

る
た
め
混
ぜ
焼
き
式
が
主
流
と
な
り
ま
し
た
。

大
阪
風
の
お
好
み
焼
き
は
戦
後
の
復
興
と
と

も
に
全
国
に
広
ま
り
ま
し
た
が
、
原
爆
に
よ
り

他
県
よ
り
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
広
島
は
復

興
が
遅
れ
て
い
た
た
め
、
混
ぜ
込
み
式
の
お
好

み
焼
き
が
根
付
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
広
島
で
は
一
銭
洋
食
を
ベ
ー

ス
に
独
自
に
発
展
さ
せ
た
重
ね
焼
き
式
の
お
好

み
焼
き
が
誕
生
。
１
９
７
５
年
に
広
島
東
洋

カ
ー
プ
が
悲
願
の
リ
ー
グ
初
優
勝
を
成
し
遂
げ

た
際
に
、
広
島
市
内
の
お
好
み
焼
き
店
が
テ
レ

ビ
中
継
に
映
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

広
島
風
の
お
好
み
焼
き
が
全
国
的
に
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

★次回 12 月号掲載となります。

■お好み焼きにマヨネーズをかける食べ方は 1953 年に考案
された
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第　　 回

　
　死

亡
前
３
年
以
内
の
贈
与
は

 

無
効＂

　

相
続
税
の
計
算
に
お
い
て
「
生
前
贈
与

加
算
」
と
い
う
の
が
あ
る
の
は
知
っ
て
い
る

か
な
？

　

知
り
ま
せ
ん
。

　

ち
ょ
っ
と
専
門
的
技
術
的
な
話
に
な
る

け
れ
ど
、
相
続
開
始
前
３
年
以
内
の
贈
与
財

産
は
、
相
続
税
の
計
算
の
際
に
、
改
め
て
相

続
財
産
に
加
算
す
る
と
い
う
取
扱
い
だ
よ
。

具
体
的
に
い
う
と
、
父
親
が
死
ん
で
子
ど
も

が
相
続
で
財
産
を
取
得
し
た
場
合
、
た
と
え

AA

ば
、
そ
の
子
ど
も
が
父
親
の
死
亡
の
２
年
前

に
父
親
か
ら
１
０
０
０
万
円
の
贈
与
を
受
け

て
い
た
場
合
、
そ
の
１
０
０
０
万
円
を
相
続

財
産
に
加
え
て
相
続
税
を
計
算
す
る
と
い
う

仕
組
み
だ
。

　

そ
の
分
、
相
続
税
が
多
く
な
る
と
い
う

こ
と
で
す
か
。

　

そ
う
い
う
こ
と
だ
よ
。

　

そ
う
す
る
と
、
１
０
０
０
万
円
を
贈
与
さ

れ
た
と
き
に
贈
与
税
を
払
っ
て
い
て
、
さ
ら

に
そ
の
１
０
０
０
万
円
に
相
続
税
も
か
か
る
。

二
重
に
税
金
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

A

　

税
務
署
も
そ
こ
ま
で
あ
こ
ぎ
で
は
な
い

よ
。
す
で
に
納
め
て
い
た
贈
与
税
は
相
続
税

の
額
か
ら
控
除
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
だ
っ
た
ら
問
題
な
い
で
す
ね
。

　

必
ず
し
も
そ
う
と
は
い
え
な
い
よ
。
と

い
う
の
は
、
た
と
え
ば
１
１
０
万
円
の
基
礎

控
除
以
下
で
、
贈
与
税
を
払
っ
て
い
な
い
場

合
で
あ
っ
て
も
、
加
算
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
ん
だ
。
そ
の
場
合
、
無
税
だ
と
思
っ
て

い
た
の
に
相
続
税
で
し
っ
か
り
と
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　

そ
れ
じ
ゃ
、
せ
っ
か
く
無
税
で
贈
与
し
た

AA

79

すでにある、
相続税と贈与税の

「一体化」

生
前
贈
与
に
よ
る
相
続
税
対
策
は
封
じ
込
め
ら
れ
る
の
か
。
先
月
号
で
取
り
上
げ
た

生
前
贈
与
に
よ
る
相
続
税
対
策
は
封
じ
込
め
ら
れ
る
の
か
。
先
月
号
で
取
り
上
げ
た

と
お
り
、
相
続
税
と
贈
与
税
の
一
体
化
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
内
容
は

と
お
り
、
相
続
税
と
贈
与
税
の
一
体
化
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
内
容
は

ま
だ
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
じ
つ
は
「
一
体
化
」
の
仕
組
み
は
す
で
に
あ
る
。

ま
だ
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
じ
つ
は
「
一
体
化
」
の
仕
組
み
は
す
で
に
あ
る
。

08

贈与税の課税 相続時の
取り扱い

暦年課税

1年間で 110万円
までの基礎控除

10 ～ 55％の超過
累進税率

３年以内の
贈与財産を加算

（相続時に財産を取得
した人のみ加算）

相続時精
算課税

累積で2,500万円
までの特別控除
一律 20％の税率

３年以内に限らず
過去の贈与財産を

加算
（相続時に財産を取得

しない人も加算）

 贈与税の２つの課税方式と相続税との関係 
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★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

　

親
か
ら
子
、
祖
父
母
か
ら
孫
へ
の
贈
与

で
あ
れ
ば
、
年
齢
制
限
は
あ
る
が
、
相
続
時

精
算
課
税
を
選
択
で
き
る
。

　

そ
れ
じ
ゃ
相
続
時
精
算
課
税
を
選
ん
だ

ほ
う
が
圧
倒
的
に
有
利
で
す
ね
。

　

そ
う
甘
い
話
で
は
な
い
よ
。
相
続
時
精

算
課
税
で
は
、
先
ほ
ど
相
続
時
に
精
算
す
る

と
い
っ
た
け
ど
、
具
体
的
に
は
、
相
続
税
の

計
算
の
際
に
、
相
続
開
始
前
３
年
以
内
に
限

ら
ず
、
す
べ
て
の
贈
与
財
産
を
相
続
財
産
に

加
算
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
、
す
で
に
払
っ
た
贈
与
税
は
控
除
で
き
る

け
ど
、
こ
の
仕
組
み
は
生
前
贈
与
し
て
も
結

局
は
相
続
税
の
対
象
に
す
る
こ
と
で
、
生
前

贈
与
に
よ
る
相
続
税
対
策
を
封
じ
て
い
る
ん

だ
。

　

す
で
に
「
一
体
化
」
が
な
さ
れ
て
い
る

…
…
。

　

そ
う
い
う
こ
と
だ
ね
。
劇
的
な
改
正
が

行
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、
暦
年
課
税
は
廃
止
、

相
続
時
精
算
課
税
に
一
本
化
と
い
う
こ
と

も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
よ
。

AAA

意
味
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
？

　

そ
う
い
う
こ
と
。
被
相
続
人
が
死
亡
す

る
３
年
前
以
降
の
贈
与
は
、
こ
の
生
前
贈
与

加
算
の
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
相
続
税
対
策
に
は

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
な
ん
だ
。
も
っ
と
も

３
年
以
内
に
死
ぬ
か
ど
う
か
は
事
前
に
は
わ

か
ら
な
い
か
ら
、「
結
果
的
に
は
」
と
い
う
話

だ
け
ど
ね
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
相
続
開
始

前
３
年
以
内
の
贈
与
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

贈
与
税
と
相
続
税
が
一
体
化
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
い
ま
検
討
さ
れ
て
い
る
の
は
一

体
化
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
で
、
そ
の
た

め
に「
３
年
以
内
」を
た
と
え
ば「
10 

年
以
内
」

に
拡
大
す
る
こ
と
な
ど
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て

い
る
よ
。

　

な
る
ほ
ど
、
そ
う
な
る
と
長
年
か
け
て
贈

与
し
て
も
ダ
メ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。

「
精
算
課
税
」
は

一
見
有
利
だ
が
…
…

　

と
こ
ろ
で
、
相
続
時
精
算
課
税
と
い
う

の
は
知
っ
て
い
る
か
い
？

AA

　

聞
い
た
こ
と
は
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
が
、
詳
し
く
は
知
り
ま
せ
ん
。

　

贈
与
税
の
課
税
方
法
は
２
つ
あ
っ
て
、
こ

れ
ま
で
話
し
て
き
た
、
１
年
間
１
１
０
万
円

の
基
礎
控
除
を
引
い
て
計
算
す
る
方
法
は
暦

年
課
税
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
も
う
ひ
と
つ
が

相
続
時
精
算
課
税
だ
。
こ
れ
は
か
い
つ
ま
ん

で
い
う
と
、
贈
与
時
の
税
負
担
を
少
な
く
し
、

将
来
の
相
続
時
に
税
金
を
精
算
す
る
―
―
税

金
を
相
続
時
に
後
払
い
す
る
、
と
い
う
仕
組

み
だ
よ
。

　

具
体
的
に
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

　

相
続
時
精
算
課
税
で
は
、２
５
０
０
万
円
の

特
別
控
除
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
２
５
０
０
万

円
以
下
の
贈
与
で
あ
れ
ば
、
贈
与
税
は
か
か

ら
な
い
。
２
５
０
０
万
円
を
超
え
た
場
合
で

も
、
税
率
は
20
％
で
固
定
さ
れ
て
い
る
。
暦

年
課
税
の
基
礎
控
除
１
１
０
万
円
や
最
高

55
％
の
超
過
累
進
税
率
と
比
べ
る
と
贈
与
税

は
と
っ
て
も
優
遇
さ
れ
て
い
る
。

　

暦
年
課
税
と
相
続
時
精
算
課
税
の
ど
ち

ら
か
好
き
な
ほ
う
を
選
べ
る
の
で
す
か
。

AA
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新刊のご案内

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
生
命
保
険
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
益
財
団
法
人
生
命
保
険

文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
第
58
回
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
生
命
保
険

このコーナーは公益財団法人生命保険文化センターのご協力を得て作成されています。生命保険文化センターでは、
生命保険にまつわるさまざまな情報を発信していますので、ホームページをぜひご覧ください。▶▶▶▶ https://www.jili.or.jp/

227

生
命
保
険
の
大
切
さ

　

滋
賀
県　

大
津
市
立
瀬
田
中
学
校　

一
学
年　

細ほ
そ
か
わ川 

知ち

の希

都
道
府
県
別
賞
一
等

　

私
の
祖
母
は
生
命
保
険
会
社
に
勤
め
て
い
ま
す
。
生
命
保
険
の

仕
事
っ
て
ど
ん
な
仕
事
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
祖
母
に
、「
ど
ん
な
仕

事
を
し
て
い
る
の
？
」
と
、
聞
い
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
祖
母

は
生
命
保
険
に
つ
い
て
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

相
互
扶
助
の
精
神
か
ら
始
め
ら
れ
た
の
が
生
命
保
険
制
度
の
起

こ
り
だ
そ
う
で
す
。
た
く
さ
ん
の
人
が
生
命
保
険
会
社
へ
保
険
料

を
支
払
い
、
公
平
に
保
険
料
を
負
担
し
合
い
ま
す
。
そ
し
て
、
万

が
一
の
時
に
保
険
金
や
給
付
金
を
受
け
取
り
ま
す
。
こ
れ
が
相
互

扶
助
と
い
う
助
け
合
い
で
す
。
一
人
で
い
く
ら
お
金
を
貯
金
し
て

備
え
て
も
限
界
が
あ
り
、
カ
バ
ー
で
き
な
い
部
分
が
た
く
さ
ん
出

て
き
ま
す
。
生
命
保
険
は
た
く
さ
ん
の
人
が
お
金
を
出
し
合
っ
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
必
要
な
時
に
大
き
な
保
障
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

祖
母
は
そ
の
生
命
保
険
の
大
切
さ
を
た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え
て
、

保
険
の
契
約
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
入
社
し
て
も
う
す
ぐ

二
十
二
年
目
に
な
り
、
今
で
は
二
十
社
ほ
ど
の
会
社
と
三
百
人
近

く
の
お
客
様
の
担
当
を
し
て
い
ま
す
。
い
つ
も
つ
ら
そ
う
な
顔
を

し
て
、「
大
変
大
変
」
と
言
っ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
辞
め
な
い

の
だ
ろ
う
と
思
い
、「
そ
ん
な
に
大
変
な
ら
辞
め
て
、
違
う
仕
事
を

し
た
ら
い
い
の
に
。」
と
言
い
ま
し
た
。
す
る
と
祖
母
は
、「
お
客

さ
ん
が
『
ず
っ
と
私
の
担
当
で
い
て
ね
、
会
社
辞
め
な
い
で
ね
』
っ
て

言
っ
て
、
待
っ
て
い
る
か
ら
辞
め
ら
れ
な
い
の
よ
。」
と
言
い
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
祖
母
に
、
今
ま
で
で
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
が
あ
る
か

聞
い
て
み
る
と
、「
や
っ
ぱ
り
、
入
社
し
て
す
ぐ
、
初
め
て
の
死
亡

保
険
金
の
お
手
続
き
を
し
た
時
か
な
。」
と
、
言
っ
て
い
ま
し
た
。

10



新刊のご案内

｢ねんきんガイド｣改訂版ができました！
「ねんきんガイド」は、公的年金制度と個人
年金保険などの仕組みを図表やQ&Aを用
いてわかりやすく解説した小冊子です。今回
の改訂では、公的年金額などの掲載数値を
最新化したほか、2021年度以降の主な公的
年金制度改正と私的年金（確定拠出年金な
ど）制度改正がひと目でわかるよう、一覧化
したページを設けました。また、老齢年金の
繰上げ・繰下げ受給について、見開きページ
で説明を充実させました。
お申込は ( 公財 ) 生命保険文化センター
ホームページ (https://www.jili.or.jp/)で
どうぞ。
電子版を Amazon で販売しています！

タイムリー、そして役立つ情報が満載！ 
メールマガジンのご登録をぜひどうぞ
生命保険文化センターでは毎月数回、社会保障
制度の動向や税制改正など役立つ情報をメール
マガジンにて無料でお届けしています。
登録はホームページ上のバナーから簡単
にできます。また、スマートフォンからは
QRコードの利用が便利です。

　

そ
れ
は
不
慮
の
事
故
の
お
手
続
き
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
あ
る
朝
、

新
聞
を
見
て
い
る
と
お
客
さ
ん
の
名
前
が
目
に
入
り
、
事
故
で
亡

く
な
っ
た
と
知
り
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
か
っ
た
そ
う

で
す
。
し
か
し
ま
ず
、
残
さ
れ
た
家
族
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
、

奥
さ
ん
の
気
持
ち
が
少
し
落
ち
つ
い
た
一
週
間
後
に
訪
問
し
た
そ

う
で
す
。
奥
さ
ん
は
泣
い
て
ば
か
り
で
保
険
の
話
が
で
き
な
か
っ

た
た
め
、
そ
れ
か
ら
一
週
間
後
に
も
う
一
度
訪
問
し
、
涙
な
が
ら
、

奥
さ
ん
の
話
を
聞
き
続
け
ま
し
た
。
奥
さ
ん
の
目
か
ら
涙
が
こ
ぼ

れ
な
く
な
っ
た
の
を
確
認
し
て
か
ら
、
初
め
て
死
亡
保
険
金
の
お

手
続
き
の
話
を
し
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
方
は
今
は
も
う
八
十
歳
く
ら
い
に
な
る
そ
う
で
す
が
、
今

も
な
お
祖
母
の
こ
と
を
信
頼
し
、
待
っ
て
く
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
お
父
さ
ん
が
い
な
い
と
何
も
で
き
な
い
、
何
も
わ
か
ら
な
い
。」

と
言
っ
て
い
た
弱
々
し
い
奥
さ
ん
が
、
生
命
保
険
を
き
っ
か
け
に
、

一
週
間
、
一
カ
月
、
一
年
と
強
く
な
っ
て
い
く
様
子
を
見
て
、
祖

母
は
生
命
保
険
の
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
た
そ
う
で
す
。

　

生
命
保
険
は
死
亡
の
時
だ
け
で
な
く
、
行
動
範
囲
の
広
い
元
気

な
若
い
人
に
も
役
立
ち
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
や
訓
練
中
の
消
防
士
さ

ん
が
ケ
ガ
を
し
た
際
の
給
付
金
の
お
手
続
き
も
何
度
も
何
度
も
し

た
そ
う
で
す
。
中
で
も
、
一
番
役
に
立
つ
の
は
医
療
保
険
だ
そ
う

で
す
。
人
は
病
気
に
な
る
と
、
入
院
費
や
医
療
費
が
必
要
に
な
る

と
同
時
に
会
社
も
休
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
入
院
す
れ
ば
家

族
も
仕
事
を
休
み
病
院
に
行
く
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
そ
う
な

る
と
、
入
院
し
て
い
る
本
人
も
家
族
も
収
入
が
減
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
健
康
保
険
で
は
ま
か
な
え
な
い
治
療
費
や
食
事

代
、
差
額
ベ
ッ
ド
代
、
交
通
費
、
衣
類
、
日
用
品
な
ど
は
す
べ
て

実
費
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
役
に
立
つ
の
が
生
命
保
険
と
い
う
わ

け
で
す
。

　

生
命
保
険
は
、
死
亡
の
時
だ
け
で
な
く
、
家
族
の
た
め
に
一
生

懸
命
頑
張
っ
て
働
い
て
い
る
人
た
ち
や
そ
の
家
族
、
そ
し
て
、
大

切
な
人
を
失
っ
て
心
を
痛
め
て
い
る
人
た
ち
の
支
え
に
な
っ
て
い

る
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
祖
母
か
ら
生
命
保
険
の
仕
事
の
話
を

今
ま
で
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
聞
け
て
よ
か
っ
た
で
す

し
、
何
よ
り
生
命
保
険
の
大
切
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

B5判・68 ページ
（オールカラー）
１部 200 円

( 税込価格、送料別 )

メール
マガジン
メール
マガジン

登録
受付

毎

月配信

2回
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Q&A
社会保険

先
月
号
の
本
欄
で
遺
族
年
金
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
説

明
さ
れ
て
い
る
年
金
額
は
、
会
社
員
で
厚
生
年

金
に
入
っ
て
い
る
人
の
ケ
ー
ス
で
し
た
。
私
は

自
営
業
で
厚
生
年
金
に
は
加
入
し
て
い
ま
せ

ん
。
国
民
年
金
の
保
険
料
は
き
ち
ん
と
払
っ
て

い
ま
す
が
、
す
で
に
子
ど
も
は
高
校
を
卒
業
し

て
い
ま
す
。私
に
万
一
の
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
、

遺
族
年
金
は
ま
っ
た
く
支
給
さ
れ
な
い
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。

「
18
歳
到
達
年
度
末
」ま
で
の
子
ど
も
が

い
な
い
と
の
こ
と
で
す
か
ら
、
遺
族
基

QA

礎
年
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。た
だ
し
、
死
亡

一
時
金
、
寡
婦
年
金
が
支
給
さ
れ
る
可
能
性
は

あ
り
ま
す
。ま
た
、死
亡
時
点
で
は
厚
生
年
金
保

険
の
被
保
険
者
で
な
く
て
も
、
か
つ
て
厚
生
年

金
保
険
に
加
入
し
て
い
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
遺
族

厚
生
年
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

遺
族
基
礎
年
金
が　
　
　
　
　
　
　

遺
族
基
礎
年
金
が　
　
　
　
　
　
　

受
給
で
き
な
い
場
合
は
…
…

受
給
で
き
な
い
場
合
は
…
…

先
月
号
で
も
説
明
し
た
と
お
り
、
国
民
年
金

か
ら
支
給
さ
れ
る
遺
族
基
礎
年
金
は
、
18
歳
到

達
年
度
末
を

迎
え
る
ま
で

（
一
般
的
に

は
高
校
卒
業

ま
で
）
の
子

ど
も
が
い
る

場
合
に
か
ぎ

り
支
給
さ
れ

ま
す
（
注
）。

そ
の
額
は
子

ど
も
の
数
に

応
じ
て
表
の

自営業者に
遺族年金はない！?

第 56 回

と
お
り
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

死
亡
時
点
で
す
で
に
子
ど
も
が
高
校
を
卒
業

し
て
い
て
、
遺
族
基
礎
年
金
の
支
給
対
象
に
な

ら
な
い
場
合
、
ま
っ
た
く
何
も
支
給
さ
れ
な
い

か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
く
、
死
亡
一
時
金
ま

た
は
寡
婦
年
金
が
受
給
で
き
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

死
亡
一
時
金
は
、
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保

険
者
（
質
問
者
の
よ
う
な
自
営
業
者
な
ど
が
該

当
し
ま
す
）
で
保
険
料
を
納
付
し
た
期
間
が
３

年
以
上
あ
れ
ば
、
受
給
で
き
ま
す
。
そ
の
額
は

保
険
料
を
納
付
し
た
期
間
に
応
じ
て
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
最
高
で
も
32
万
円
で
す
（
35
年

以
上
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
）。
し
か
も
死

亡
一
時
金
は
そ
の
名
称
の
と
お
り
、
年
金
で
は

な
く
、
１
回
限
り
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

寡
婦
年
金
は
、
婚
姻
期
間
が
10
年
以
上
の
夫

が
死
亡
し
た
場
合
、
夫
に
第
１
号
被
保
険
者
と

し
て
保
険
料
を
納
付
し
た
期
間
が
10
年
以
上
あ

れ
ば
、
遺
さ
れ
た
妻
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で

す
。
た
だ
し
、
支
給
期
間
は
残
さ
れ
た
妻
が
60

歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
５
年
間
に
限
ら

れ
ま
す
。
そ
の
額
は
、
夫
が
も
ら
え
る
は
ず

自営業者の遺族年金（金額は死亡一時金を除き月額）

（注）死亡一時金、寡婦年金は一定の要件を満たす場合に支給される。両方の要件を
満たす場合はいずれかを選択して受給する（両方を受給することはできない）。

遺族基礎年金
１人 83,800 円
２人 102,525 円
３人 108,766 円

死亡一時金 寡婦年金

120,000 ～
320,000 円

最高で48,806 円
（60～64歳の間）

（18 歳到達年度末までの）
子どもがいる

（18 歳到達年度末までの）
子どもがいない

12
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できていることに目を向ける

★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

♥Profile

桐生純子
（株）Feel Communication　代表取締役  
（コミュニケーションクリエーター）
富士銀行勤務を経て、米国プログラムの研修会社で
教育トレーナーを経験の後、起業。
オンラインを活用したセミナー・講演・研修を数多
く実施。コミュニケーショントレーニングの受講
者は全国規模で 5 万人を超える日本では数少ない
ヒューマンスキル分野で 20 年以上のエキスパート。
中でも女性の自立・起業支援の活動には情熱が高く

「自分を活かす」ことをテーマにした講演・セミナーは業種を超えて大好評。
日経 BP コラムニスト、2 児の母。
セミナー・講演イメージ→https://fcommu.net/

過ごしやすい季節が続いていますね。
いかがお過ごしですか♥
今回は、毎日を笑顔で過ごすために意識したい
心の持ち方についてです。日々の中で誰でも感
情に左右されることはありますが、ものごとがス
ムーズにいっているときとそうでないときに、自分
自身のものの見方や考え方に大きな違いが起き
ていることに気がついていますか？
私は「ものごとの捉え方」についてお話をす
るときに視力検査の「C」の見え方を例に出し
て「線のある部分と線がつながっていない部分、
どちらが気になりますか？」と質問します。する
と、９割の人がつながっていない部分と答えま
す。なぜなら、人間は欠けている部分が気にな
る生き物なのです。もし、あなたが仕事が思う
ように進んでいないと感
じたら「できていない部
分」にフォーカスするので
はなく、全体を通して「今
できていること」を見てみ
ましょう。思った以上に頑
張っている自分が見えてく
るはずですよ♥

Profile

武田祐介
社会保険労務士、
1 級 フ ァ イ ナ ン
シャル・プランニ
ング技能士
ファイナンシャル・
プランナーの教育
研修、教材作成、書籍編集の業務に長く
従事し、2008 年独立。武田祐介社会保険
労務士事務所所長。生命保険各社で年金
や FP 受験対策の研修、セミナーの講師
を務めている。

公式HP https://www.officetakeda.jp/

で
あ
っ
た
老
齢
基
礎
年
金
（
死
亡
時
点
の
加

入
期
間
で
計
算
し
た
額
）
の
４
分
の
３
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
最
高
で
58
万
5
6
7
5
円
（
＝

78
万
9
0
0
円
×
3
/
4
）
で
す
。

な
お
、
死
亡
一
時
金
と
寡
婦
年
金
の
両
方
の
支

給
要
件
を
満
た
す
場
合
、
両
方
が
支
給
さ
れ
る
こ

と
は
な
く
、
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
受
給
し
ま
す
。                   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

と
こ
ろ
で
、
死
亡
時
点
で
は
国
民
年
金
の
第

1
号
被
保
険
者
で
あ
っ
て
も
、
か
つ
て
会
社
勤

め
を
し
て
い
て
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い

た
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、
遺
族
厚
生
年
金
が
支

給
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
そ
の
額
は
加
入
期
間
に
応
じ
た

も
の
と
な
り
ま
す
の
で
、
少
額
に
と
ど
ま
る

こ
と
も
あ
り
え
ま
す
。
先
月
号
で
説
明
し
た

「
加
入
期
間
を
3
0
0
月
と
み
な
し
て
の
計

算
」
は
死
亡
時
点
で
厚
生
年
金
保
険
に
加
入

し
て
い
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
実
際
の
加
入
期
間

に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
た
額
と
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
注
）
一
定
の
障
害
状
態
に
あ
る
子
ど
も
が
い
る
場
合
は
、
満
20
歳
未
満
で
　
　

　
　
　
あ
れ
ば
支
給
さ
れ
る
。

Profile

武田祐介
社会保険労務士、
1 級 フ ァ イ ナ ン
シャル・プランニ
ング技能士
ファイナンシャル・
プランナーの教育
研修、教材作成、書籍編集の業務に長く
従事し、2008 年独立。武田祐介社会保険
労務士事務所所長。生命保険各社で年金
や FP 受験対策の研修、セミナーの講師
を務めている。

公式HP https://www.officetakeda.jp/

遺
族
厚
生
年
金
が

遺
族
厚
生
年
金
が

支
給
さ
れ
て
も
…
…

支
給
さ
れ
て
も
…
…
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お客様からの感謝の声お客様からの感謝の声
「妊

にんしん

娠悪
お そ

阻」の入院で生命保険の大切さを実感。
新たに健康還付金が給付されるがん保険に加入

1616
年
ぶ
り
に
待
望
の
妊
娠

年
ぶ
り
に
待
望
の
妊
娠

入
院
を
乗
り
越
え
て
無
事
出
産

入
院
を
乗
り
越
え
て
無
事
出
産

　

今
回
ご
登
場
い
た
だ
く
お
客
様
は
、
大
阪
府

在
住
の
Ａ
さ
ま
で
す
。
Ａ
さ
ま
は
、
2
年
前
に

医
療
保
険
に
加
入
し
、
そ
の
1
年
後
に
保
険
の

大
切
さ
を
実
感
し
た
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

「
加
入
し
た
翌
年
、
待
ち
に
待
っ
た
第
2
子
を

妊
娠
し
ま
し
た
が
、
喜
び
も
つ
か
の
間
、
妊
娠

初
期
か
ら
ひ
ど
い
つ
わ
り
が
続
き
ま
し
た
。
妊

娠
4
ヵ
月
頃
、『
妊
娠
悪
阻
』
と
診
断
さ
れ
、

入
院
治
療
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

　

妊
娠
悪
阻
と
は
、
通
常
の
つ
わ
り
と
は
異
な

り
、
体
重
が
減
少
し
、
脱
水
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。
一
般
的
な
つ
わ
り
は
〈
症
状
〉
で
す
が
、

妊
娠
悪
阻
は
〈
病
気
〉
で
す
。

「
私
に
と
っ
て
、
初
め
て
の
入
院
で
し
た
。
生

命
保
険
に
入
っ
て
い
た
こ
と
で
、治
療
や
検
査
・

入
院
費
用
も
保
険
で
賄
う
こ
と
が
で
き
、
安
心

し
て
治
療
に
専
念
で
き
ま
し
た
」

　

F 

P
エ
ー
ジ
ェ
ン
ツ
株
式
会
社
橿
原
支
社

の
岩い

わ

城き

淳あ
つ
ひ
ろ弘

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
Ａ
さ
ま
と
は
、
知
人
の
紹
介
で
出
会
い
ま
し

た
。
最
初
は
車
の
保
険
の
相
談
で
し
た
が
、
明

る
い
性
格
の
Ａ
さ
ん
と
会
話
が
弾
み
、
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
を
立
て
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
保
険
の
見
直
し
を
し
て
、
医
療
に
手
厚
い
保

障
の
生
命
保
険
に
加
入
さ
れ
ま
し
た
。
妊
娠
悪

阻
の
退
院
後
は
健
康
を
取
り
戻
し
、
ご
長
女
を

無
事
出
産
さ
れ
ま
し
た
」

　

Ａ
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
岩
城
さ
ん
に
は
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
も
と
に

様
々
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
、
目
か
ら
う
ろ

こ
が
落
ち
ま
し
た
。
さ
ら
に
入
院
を
経
験
し
た

こ
と
で
、
ま
す
ま
す
生
命
保
険
の
重
要
性
を
実

感
し
ま
し
た
」

　

そ
の
後
Ａ
さ
ま
は
、
新
た
に
「
掛
け
捨
て
で

は
な
い
が
ん
保
険
」
に
加
入
し
ま
し
た
。

「
新
た
に
加
入
し
た
が
ん
保
険
は
、
払
い
込
ん

だ
保
険
料
の
使
わ
な
か
っ
た
分
が
、
所
定
の
年

齢
に
達
す
る
と
健
康
還
付
給
付
金
と
し
て
受
け

取
れ
ま
す
。
万
が
一
の
と
き
の
備
え
と
共
に
、

貯
蓄
に
も
つ
な
が
る
の
で
、
大
い
に
納
得
し
ま

し
た
」

　

岩
城
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
一
般
的
に
20
代
の
頃
は
自
分
の
病
気
へ
の
備

夫（43歳　会社員）　Ａさま（38歳　専業主婦）　
長男（16歳　高校生）　長女（生後 3ヵ月）

Vol. 200

お客様
プロフィール
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え
な
ど
は
あ
ま
り
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
30
代

の
半
ば
を
過
ぎ
る
と
、
家
族
が
増
え
た
り
、
病

気
を
経
験
し
た
り
と
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
変
化

を
感
じ
始
め
ま
す
。
Ａ
さ
ま
は
、
同
世
代
の
友

人
や
知
人
に
ご
自
分
の
体
験
を
話
し
、
生
命
保

険
の
重
要
性
を
伝
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
」

　

Ａ
さ
ま
ご
家
族
の
こ
れ
ま
で
の
道
の
り
と
生

命
保
険
へ
の
思
い
を
お
伺
い
し
、
岩
城
さ
ん
の

お
話
を
交
え
て
、
こ
こ
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

体
重
が
短
期
間
に

体
重
が
短
期
間
に
88
kgkg
減
！
減
！

母
子
共
の
命
に
か
か
わ
る
病
気

母
子
共
の
命
に
か
か
わ
る
病
気

　

Ａ
さ
ま
は
21
歳
の
と
き
、
5
歳
年
上
の
ご
主

人
と
結
婚
。す
ぐ
に
ご
長
男
を
出
産
し
ま
し
た
。

「
私
は
会
社
勤
め
の
経
験
が
な
い
ま
ま
、
結
婚

し
ま
し
た
。
長
男
が
1
歳
で
保
育
園
に
入
園
し

た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
就
職
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

は
ず
っ
と
仕
事
を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
夫
と

は
二
人
目
の
子
供
も
早
く
欲
し
い
ね
と
話
し
て

い
ま
し
た
」

　

生
命
保
険
に
つ
い
て
は
、
ご
主
人
は
会
社
関

係
で
い
く
つ
か
加
入
。
Ａ
さ
ま
は
、
成
人
し
て

か
ら
ご
両
親
に
勧
め
ら
れ
て
加
入
し
た
、
必
要

最
小
限
の
保
障
の
医
療
保
険
だ
け
で
し
た
。

「
生
命
保
険
に
関
し
て
は
、
あ
ま
り
関
心
が
な

か
っ
た
の
が
、
本
音
で
す
。
若
く
て
健
康
だ
と

ピ
ン
と
こ
な
い
で
す
よ
ね
。
と
こ
ろ
が
2
年
前

岩
城
さ
ん
と
出
会
っ
て
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
も

と
に
説
明
を
受
け
、
生
命
保
険
に
つ
い
て
考
え

が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
り
ま
し
た
」

　

た
と
え
ば
、
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
か
か
る
の
は

医
療
費
や
入
院
費
だ
け
で
な
く
、
家
事
負
担
金

や
お
見
舞
い
へ
の
交
通
費
な
ど
家
族
が
負
担
す

る
お
金
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
給
料

が
途
絶
え
る
分
、
家
計
へ
の
収
入
も
激
減
し
ま

す
。
予
期
せ
ぬ
事
態
に
遭
遇
し
た
と
き
、
自
分

や
家
族
を
経
済
的
に
守
る
た
め
に
、
Ａ
さ
ま
は

生
命
保
険
の
見
直
し
が
必
要
と
分
か
り
ま
し
た
。

「
一
家
の
大
黒
柱
の
夫
の
保
険
を
見
直
す
前
に
、

ま
ず
は
、
私
だ
け
が
医
療
保
障
の
手
厚
い
生
命

保
険
に
加
入
し
ま
し
た
。
そ
し
て
1
年
後
、
16

年
ぶ
り
に
待
望
の
妊
娠
が
判
明
し
ま
し
た
」

　

ご
懐
妊
の
知
ら
せ
に
、
ご
主
人
も
ご
長
男
も

大
喜
び
。
Ａ
さ
ま
は
仕
事
を
辞
め
、
専
業
主
婦

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ご
長
男
妊
娠
の
と

き
に
は
、
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
つ
わ
り
に
苦
し

む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

「
何
を
食
べ
て
も
吐
い
て
し
ま
い
、
水
分
も
と

り
づ
ら
い
ほ
ど
で
し
た
。
自
宅
で
は
ほ
と
ん
ど

寝
た
き
り
の
状
態
で
し
た
が
、
健
診
で
は
『
赤

ち
ゃ
ん
は
元
気
で
す
』
と
言
わ
れ
て
安
心
し

て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
体
重
が
短
期
間
に

8
kg
も
減
っ
て
し
ま
い
、
妊
娠
4
ヵ
月
頃
に

『
妊
娠
悪
阻
』
と
診
断
さ
れ
て
入
院
し
ま
し
た
」

　

妊
娠
悪
阻
に
よ
っ
て
母
親
が
脱
水
症
状
を
起
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こ
す
と
、
母
子
共
の
命
に
か
か
わ
る
た
め
、
早

め
の
治
療
が
必
要
な
の
で
す
。

個
室
に
入
院
で
き
、
気
兼
ね
な
く

個
室
に
入
院
で
き
、
気
兼
ね
な
く

家
族
と
ビ
デ
オ
通
話
で
き
た

家
族
と
ビ
デ
オ
通
話
で
き
た

　

つ
わ
り
の
主
な
症
状
は
胸
の
ム
カ
ム
カ
や
吐

き
気
、
食
欲
不
振
、
頭
痛
な
ど
で
、
妊
婦
さ
ん

の
多
く
が
経
験
し
ま
す
。
し
か
し
、
急
激
な
体

重
減
少
が
見
ら
れ
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す

よ
う
な
場
合
は
、
低
栄
養
と
脱
水
が
心
配
に
な

り
ま
す
。
入
院
し
て
水
分
や
栄
養
の
点
滴
治
療

が
行
わ
れ
ま
す
。

「
コ
ロ
ナ
禍
な
の
で
、
お
見
舞
い
は
一
切
禁
止
。

12
月
下
旬
だ
っ
た
の
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
も
一
人

ぼ
っ
ち
で
過
ご
し
ま
し
た
。
病
院
か
ら
か
わ
い

い
ケ
ー
キ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
が
、
一

口
も
食
べ
ら
れ
ず
、
つ
ら
い
だ
け
で
な
く
寂
し

か
っ
た
で
す
ね
。
た
だ
し
、
個
室
だ
っ
た
の
で

家
族
と
の
ビ
デ
オ
通
話
が
気
兼
ね
な
く
で
き
た

の
で
良
か
っ
た
で
す
」

　

個
室
を
選
べ
た
の
も
岩
城
さ
ん
の
お
か
げ

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

「
女
性
医
療
特
約
を
つ
け
て
い
た
の
で
、
入
院

給
付
金
が
多
く
、
安
心
し
て
個
室
を
選
べ
ま
し

た
。
保
険
に
加
入
す
る
と
き
岩
城
さ
ん
か
ら
、

『
女
性
特
有
の
病
気
で
入
院
し
た
と
き
は
、
大

部
屋
だ
と
精
神
的
に
も
つ
ら
く
な
る
こ
と
が
多

い
そ
う
で
す
』
と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
ま
し
た
」

　

入
院
は
家
事
な
ど
の
心
配
を
す
る
こ
と
は
な

く
、
治
療
を
受
け
な
が
ら
安
静
生
活
を
送
る
こ

と
で
、
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
ラ
ク
に
な
る

よ
う
で
す
。

「
入
院
中
の
長
男
の
食
事
は
、
実
家
の
母
親
に

お
願
い
し
て
い
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
冬
休
み

期
間
で
昼
間
は
自
宅
に
1
人
き
り
。
友
人
達
と

遊
び
に
い
っ
た
り
し
て
、
ち
ょ
っ
と
ハ
メ
を
外

し
す
ぎ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
の
で
、
早
め
に
退

院
し
ま
し
た
」

　

医
師
か
ら
は
10
日
ほ
ど
の
入
院
と
い
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
調
子
も
よ
く
な
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
8
日
間
で
退
院
し
ま
し
た
。

「
新
年
を
家
族
と
一
緒
に
自
宅
で
迎
え
ら
れ
、

良
か
っ
た
で
す
」

　

退
院
後
は
、
家
族
で
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
万

全
に
し
て
残
り
の
妊
娠
期
を
無
事
に
過
ご
し
、

6
月
に
待
望
の
赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
ま
し
た
。

「
出
産
も
産
後
の
入
院
期
間
も
一
人
き
り
で
し

た
が
、
初
め
て
の
女
の
子
の
赤
ち
ゃ
ん
で
幸
せ

い
っ
ぱ
い
。
可
愛
い
顔
を
あ
き
る
こ
と
な
く
見

て
過
ご
し
ま
し
た
」

　

退
院
し
て
か
ら
は
、
ご
主
人
も
ご
長
男
も
積

極
的
に
育
児
に
参
加
。
特
に
、
ご
長
男
は
抱
っ

こ
も
す
ぐ
に
上
達
し
て
、
Ａ
さ
ん
が
家
事
を
し

て
い
る
と
き
は
、あ
や
し
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。

「
夫
も
メ
ロ
メ
ロ
で
す
が
、
長
男
も
年
の
離
れ

た
妹
を
す
ご
く
可
愛
が
っ
て
く
れ
て
う
れ
し
い

で
す
ね
」
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将
来
の
経
済
的
備
え
と
し
て

将
来
の
経
済
的
備
え
と
し
て

新
た
に
加
入
し
た
生
命
保
険

新
た
に
加
入
し
た
生
命
保
険

　

家
族
が
増
え
て
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
も
変
化
し
、

必
要
な
生
命
保
険
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

「
妊
娠
中
の
入
院
給
付
金
が
経
済
的
に
と
て
も

助
か
っ
た
と
い
う
実
体
験
に
加
え
、
家
族
が
増

え
た
こ
と
、
私
の
年
齢
が
40
歳
間
近
に
な
っ
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
追
加
で
手
厚
い
保
障
内
容
の

生
命
保
険
が
必
要
と
思
い
ま
し
た
」

　

Ａ
さ
ま
は
、
岩
城
さ
ん
に
相
談
し
ま
し
た
。

「
相
談
の
結
果
、
掛
け
捨
て
で
は
な
い
が
ん
保

険
に
加
入
し
ま
し
た
。
所
定
の
年
齢
ま
で
、
入

院
給
付
金
の
受
け
取
り
が
な
い
場
合
は
、
そ
れ

ま
で
払
っ
た
保
険
料
が
健
康
還
付
給
付
金
と
し

て
全
額
戻
っ
て
く
る
の
で
す
。
入
院
し
た
場
合

も
、
差
額
が
戻
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
な
ら
貯
金

に
も
な
る
な
と
思
い
ま
し
た
」

　

岩
城
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
払
い
込
ん
だ
保
険
料
は
貯
金
で
は
な
い
の
で

引
き
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
健
康
還
付

給
付
金
は
教
育
費
や
老
後
資
金
と
し
て
活
用
で

き
る
で
し
ょ
う
。
Ａ
さ
ま
は
、
ご
自
分
の
体
験

談
を
ご
友
人
達
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
」

　

Ａ
さ
ま
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
ア
ラ
フ
ォ
ー
世
代
の
私
達
は
、
未
婚
や
既
婚
、

子
ど
も
の
有
無
、
勤
務
形
態
も
会
社
員
や
パ
ー

ト
な
ど
、
十
人
十
色
で
す
。
で
も
共
通
す
る
の

は
、
将
来
の
経
済
的
な
備
え
に
つ
い
て
漠
然
と

し
た
不
安
を
抱
え
て
い
る
こ
と
で
す
」

　

Ａ
さ
ま
が
生
命
保
険
の
体
験
談
を
話
す
と
、

友
人
達
は
興
味
津し

ん
し
ん々

で
「
も
っ
と
詳
し
く
教
え

て
！
」
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

「
友
人
達
を
岩
城
さ
ん
に
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、

み
ん
な
か
ら
感
謝
さ
れ
ま
し
た
」

  

中
で
も
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
ご
友
人
の
話

は
、
Ａ
さ
ま
も
心
を
打
た
れ
た
そ
う
で
す
。

「
そ
の
友
人
は
、
私
と
同
じ
生
命
保
険
に
子
ど

も
と
2
人
分
加
入
し
ま
し
た
。『
子
ど
も
の
分

は
、
社
会
人
に
な
っ
た
と
き
に
渡
し
た
い
』
と

言
わ
れ
、私
も
息
子
の
保
険
を
見
直
し
ま
し
た
。

社
会
人
に
な
る
ま
で
親
が
保
険
料
を
払
い
、
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
す
れ
ば
、
よ
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
な

る
こ
と
を
友
人
か
ら
教
え
ら
れ
ま
し
た
」

　

現
在
は
育
児
に
専
念
し
て
い
る
Ａ
さ
ま
で
す
。

「
ゆ
っ
た
り
育
児
を
楽
し
め
る
生
活
を
経
済
的

に
支
え
て
く
れ
る
夫
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
は
、
私
も
仕
事
復
帰
す
る
つ
も
り
で
す
。

夫
と
は
健
康
で
長
生
き
し
よ
う
ね
と
話
し
て
い

ま
す
」

　

最
後
に
岩
城
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
Ａ
さ
ま
と
ご
友
人
達
に
出
会
い
、
時
代
と
と

も
に
変
化
す
る
生
命
保
険
の
情
報
を
お
伝
え
す

る
こ
と
の
大
事
さ
に
、
改
め
て
気
付
か
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
も
お
客
様
の
た
め
に
一
層
研
鑚
を

積
ん
で
ま
い
り
ま
す
」
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く
で
き
る
ほ
か
、
運
用
益
が
非
課
税
に
な
り
、

受
け
取
る
と
き
に
も
税
金
の
負
担
が
減
ら
せ
る

と
い
う
税
制
優
遇
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

老
後
資
金
の
上
乗
せ
の
た
め
に
、
近
年
利

用
者
が
増
え
て
い
る
i
D
e
C
o
の
制
度
が
、

2
0
2
2
年
に
一
部
改
正
さ
れ
ま
す
。

①（
2
0
2
2
年
４
月
〜
）
老
齢
給
付
金
の
受　

　
給
開
始
年
齢
が
５
年
延
長

現
状
、i
D
e
C
o
の
資
産（
老
齢
給
付
金
）は
、

60
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
間
に
受
給
を
開
始
す
る
仕

組
み
で
す
。
し
か
し
改
正
後
は
、
受
給
開
始
年
齢

が
５
年
延
長
さ
れ
、
60
歳
か
ら
75
歳
ま
で
の
中
か

ら
選
択
で
き
ま
す
。
な
お
、
老
齢
給
付
金
を
受
け

取
り
始
め
る
ま
で
は
、
非
課
税
で
運
用
で
き
ま
す
。

②（
2
0
2
2
年
５
月
〜
）i
D
e
C
o
の
加
入　

　
年
齢
が
５
年
延
長

　

こ
れ
ま
で
i
De
C
o
に
加
入
し
て
掛
金
を
出

せ
る
の
は
、60
歳
未
満
の
方
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

60
歳
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
形
成
し
た
資
産
を
非

課
税
で
運
用
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
す
が
、
新

た
に
掛
金
を
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

2
0
2
2
年
５
月
の
改
正
後
は
、
65
歳
ま
で

掛
金
を
出
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
た
め
、
よ
り

長
期
間
掛
金
を
拠
出
し
、
運
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、i
De
Co
に
加
入
す
る
に
は
「
国
民
年

金
の
被
保
険
者
」
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
60

歳
以
降
i
De
Co
に
加
入
で
き
る
の
は
、会
社
員
・

公
務
員
や
、
国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度
を
利
用
し

て
い
る
方
だ
け
と
な
る
点
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

③（
2
0
2
2
年
10
月
〜
）
企
業
型
確
定
拠
出　

　
年
金
の
利
用
者
が
加
入
し
や
す
く
な
る

企
業
型
確
定
拠
出
年
金（
企
業
型
D 

C
）
を
利

用
し
て
い
る
方
も
、制
度
上
は
i
De
Co
に
加
入

で
き
ま
す
が
、i
De
Co
に
加
入
す
る
に
は
労
使

合
意
の
上
、
規
約
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
ま
で
は
こ
の
規
約
が
な
い
た
め
、
i
D
e
C
o
に

加
入
し
た
く
て
も
で
き
な
い
人
が
多
か
っ
た
の
で
す
。

2
0
2
2
年
10
月
の
改
正
後
は
、
労
使
合
意
や

規
約
が
な
く
て
も
、i
D
e
C
o
に
加
入
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
制
度
変
更
に
よ
っ
て
、i
De
C
o
は

よ
り
使
い
や
す
く
な
り
ま
す
。
預
貯
金
で
お
金
が

増
え
に
く
い
時
代
に
、
自
助
努
力
で
老
後
資
金

を
貯
め
る
た
め
に
も
、
i
D
e
C
o
は
大
い
に

活
用
す
べ
き
制
度
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

お金にまつわるお金にまつわるエトセトラ

思わ
ず伝えたくなる！

2022年に大きな制度改正
iDeCo３つの変更点

第　　　 回128

お
得
な

お
得
な
i
D
e
C
o

i
D
e
C
o
がが

ま
す
ま
す
使
い
や
す
く
な
る
！

ま
す
ま
す
使
い
や
す
く
な
る
！

i
D
e
C
o
（
個
人
型
確
定
拠
出
年
金
）
は
、

自
分
で
掛
金
を
支
払
っ
て
資
金
を
運
用
し
、
そ

の
成
果
を
公
的
年
金
に
プ
ラ
ス
し
て
、
60
歳
以

降
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
掛

金
を
拠
出
す
る
こ
と
で
所
得
税
・
住
民
税
を
安
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ブロック・地方協会からのボランティア・公益事業活動レポート

島根県協会では、社会貢献活動による愛のド
リーム募金を 3 児童養護施設へ寄贈させてい
ただきました。

今回は、社会貢献活動委員と会長、副会長、
事務局の５人にて活動に参加し、新型コロナ
ウイルス感染拡大防止に配慮しつつ、３施設と
の連携を取らせていただきながら寄贈に至り
ました。

対面での活動が難しくなっていることから、約
1ヵ月ほど、３施設と電話や郵送でのやりとりが
行われました。直接うかがうことのできなかっ
た施設には、私たちの寄贈主旨もなかなか
伝わらず大変でしたが、最終的にはご理解いた
だき有効に活用していただきました。子供たちか

Vol.43

愛のドリーム募金で
子どもたちの感性を育てるお手伝いを

島根県協会　会長　小山 綾子

非対面でも社会貢献活動を非対面でも社会貢献活動を
つないでいくつないでいく

スポーツを通じて障がい者の方へのスポーツを通じて障がい者の方への
理解を深めたい理解を深めたい

らの喜びの声も届き、大変嬉しかったです。「愛
のドリーム募金」として寄贈した iPad は、画
面に直接触れて感覚的に操作ができることなど
から、子どもたちの学習における困難を改善
し、感性を豊かに深めていただく一助となれ
ば幸いです。
また、同募金では、高齢者向けの活動も行っ
ており、介護用イスを購入し、お使いいただき、
喜ばれています。

松江市では、『スポーツでつくる“幸せなまち”
まつえ』を掲げ、誰もがスポーツに親しみ、
明るく豊かで、幸せな生活を送ることができ
るまちづくりをめざしています。
私たちも例年においては、松江市障がい者ス
ポーツ大会へのボランティアスタッフとして参
加していますが、コロナ禍でこれらの大会が
延期等になっています。これからコロナ禍が
落ち着き、スポーツを通じ障がい者の方に対
する理解を深め、障がい者の方の社会参加
の推進に寄与できればと考えています。
今後の感染拡大状況に応じて、活動が難しく
なる場面も出てくる可能性はありますが、今年
度もこれらの活動を続けたいと思っています。

19 2021  |  November
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タオル333枚とマスク700枚を社会福祉　　　
協議会に寄贈しました

帯広協会では、会員のスキルアップの為のセミナー、講
演会の開催と社会貢献活動を主に行っています。社会
貢献活動は、主にドリーム募金とタオル寄付ですが、
社会福祉施設の清掃ボランティアも行っています。

私たち帯広協会は、各会社の垣根を越えて生
保協会と連携し、楽しくボランティア活動に取り
組んでいます。今は、コロナ禍でできませんが、
新年交礼会等を開催するときには、会社間で
情報交換をし、同じ仕事をする仲間として協
力を深めていました。協会の取組みとしては、
介護施設への清掃ボランティアとタオル寄付
を続けて行っています。社会貢献活動としてタ
オル３３３枚とマスク７００枚を社会福祉協議会
に寄贈しました。また、愛のドリーム募金活動
を実施し、福祉巡回車両「愛のドリーム号」
を寄贈しています。その他にも、ブロック合同
でのウェブセミナーを実施したりしました。

タオル、マスクの寄贈の際は、贈呈先より「コロナ対策に必
要なので、大変助かります」と仰っていただき、愛のドリーム
号も大変喜んでいただけました。
北海道の自然豊かな帯広にも、コロナの影響が、あちこちで
聞かれます。私たちの行っている社会貢献活動等も変革をして
いかなければならない状況ですが、皆で頑張っていきましょう。

レポーター　苧
う け

毛　洋子（帯広協会会長／第一生命）

 ▶帯広市 推計人口 16 万5,307人
（2021年 8 月末日現在）

十勝・帯広エリアは、この時季ならではの
風物詩も楽しめる。十勝川では、9～11月頃
には、3 ～ 5 年海で暮らしたサケが
遡上してくるのを見ることができる。
また、十勝中央大橋（白鳥大橋）付近
では、毎年 10月中旬～翌年4月末頃
にオオハクチョウが飛
来する越冬地となって
いる。

　　 情報交換を深めながら楽しく
　　 ボランティア活動

　　 コロナ対策のマスク等の寄贈に喜びの声を
     いただいた



愛の

輪を広げよう！輪を広げよう！
ドリーム募金

“１月３１日生命保険の日”全国一斉贈呈式　活動報告
～ JAIFA地方協会一丸となって、社会貢献活動への思いを伝えていこう ～

平成７年よりスタートした「愛のドリーム募金」は、公益法人事業の社会貢献活動の基本柱
として地方協会毎の活動が定着している中、更に「愛のドリーム募金」の拡充と活動の周知を
はかるため、毎年、生命保険の日（1月31日）に併せて「愛のドリーム募金」全国一斉贈呈式を
全国54地方協会にて挙行していく活動を取り入れました。
昨年度は、新型コロナウイルス蔓延により、贈呈式を自粛する地域もございましたが、本年は
各地域の状況を踏まえまして実施しました。皆様に本誌面を通し当日の様子をもって活動報
告とさせていただきます。 
（地域によりましてはコロナ禍の影響により、お写真をお撮りいただけなかった協会もございますので、ランダムに掲載致します。）

全国から喜びの声が届いています !

累計総額　5億6,358万1,653円
令和3年度募金現在額は208万9,325円です （令和3年 9月30日現在）

公益社団法人　生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

理事長　金井　敬司

一人ひとりの協力で
永続的社会貢献活動を続けていきましょう。

今年度以降も、毎年“1月31日生命保険の日”に全国一斉贈呈式を継続してまいります!

宮城県協会

神奈川県協会

  群馬県協会

岐阜県協会

プ
レ
ゼ
ン
ト
（
第
　
号
59
巻
）
令
和
3
年
　
月
1
日
発
行
（
毎
月
1
回
1
日
発
行
）
昭
和
41
年
5
月
20
日
第
三
種
郵
便
物
認
可

　編
集
兼
発
行
人

　金
井 

敬
司

　定
価
三
〇
〇
円

　送
料
七
〇
円
（
会
員
の
場
合
、購
読
料
は
会
費
に
含
ま
れ
ま
す
）
企
画
制
作
（
株
）
セ
ー
ル
ス
手
帖
社
保
険
F
P
S
研
究
所 
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